
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★毎日 13：30 からのユーカリ交換の時が見られるチャンス！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       横浜市立 金沢動物園   指定管理者：（財）横浜市緑の協会 
☆住所：横浜市金沢区釜利谷東５-１５-１     ☆TEL：783-9101 

☆開園時間：9:30～16:30（入園は 16:00 まで） ☆URL：http://www.kanazawa-zoo.org/  

☆休園日：毎週月曜日（祝日の場合、翌日）、年末年始（12/29～1/1）。5 月、10 月は無休。 

☆入園料：一般 500 円、高校生 300 円、小中学生 200 円（毎週土曜日は高校生以下、入園無料） 

○ 交通のご案内 

《電車・バスご利用の場合》 

京浜急行「金沢文庫駅」西口から京急バス「野村住宅センター行き」約 12 分「夏山坂上」下車徒歩 6 分。 

土日祝日は京急バス「<急行>金沢動物園行き」あり。約 10 分「（終点）金沢動物園」下車すぐ。 

《お車ご利用の場合》 

横浜横須賀道路 釜利谷ジャンクションから金沢支線に進み、専用ゲートから直接高速側駐車場に入れます。 

また、一般道からは笹下釜利谷道路より正面口駐車場に入れます。（駐車料金：普通車 600 円） 

■取材される場合、画像データが必要な場合は、金沢動物園管理事務所（TEL：783-9101）にご連絡ください。 

  

 

平成 23 年 3 月 8 日 
（財）横浜市緑の協会 
金 沢 動 物 園 

記 者 発 表 資 料 

 

※裏面参考資料もご覧ください。 

金沢動物園で、約２年ぶりにコアラの赤ちゃんが誕生

しました！ 

 お母さんのモミジは、神戸市立王子動物園から、コア

ラの繁殖を目的として来園しました。今回、初めての出

産でしたが、とても落ち着いており、上手に子育てをし

ています。 

赤ちゃんは平成 22 年 8 月 5 日に生まれましたが、約

半年間、お母さんのお腹の「育児のう」と呼ばれる袋の

中で暮らします。そして、平成 23 年 1 月下旬頃に袋か

ら徐々に顔を出し始め、今では時々お母さんの体によじ

登ったり、おなかや背中にしがみついた姿を見せるよう

になりました。寝ていることの多いコアラですが、毎日

13：30 から行われるエサのユーカリ交換の時が赤ちゃ

んを見られるチャンスです。 

間もなく性別も判明するので、今後、3 月 23 日～ 

4 月 10 日の春休み期間に愛称募集を行う予定です。 

かわいいコアラの赤ちゃんを見に、ぜひご来園くださ

い。 

 

母親のお腹から顔をのぞかせるコアラ

の赤ちゃん 

おめでとう！ 金沢動物園で 
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【参考資料】 

1 コアラについて 

 和名：コアラ 

 学名：Ｐｈａｓｃｏｌａｒｃｔｏｓ ｃｉｎｅｒｅｕｓ    英名：Ｋｏａｌａ 

 分類：有袋目コアラ科 

 分布：オーストラリア大陸東部（クィーンズランド州南東部からニューサウスウェールズ州東部、 

ビクトリア州から南オーストラリア州南東部に分布）。標高 600ｍ以下のユーカリ林に生息。  

 生態：食性はきわめて特異的で、数十種類のユーカリに限られる。繁殖期を除き、社会的行動はほ

とんど見られない。隣り合ったもの同士は相手の存在を認識しているのに、相互作用はほと

んどなく、社会的な群れは形成されない。樹上で単独生活をする。 

 形態：分布域の南部のものは大型で、体長は約 80ｃｍ、体重約 15ｋｇにもなり、北部のものは小型

で、体長 65ｃｍ、体重約 7ｋｇ。体毛は灰色から黄褐色。あご・胸・四肢の内側は白色、鼻

鏡（びきょう：鼻先の毛のない部分）は大きくて裸出する。メスには、後方に開放する育児

嚢（いくじのう：お腹にある袋）がある。当園のコアラは北方系。 

妊娠期間：34～36 日。出生時の体長は約 2ｃｍで、体重は約 1ｇと非常に未熟な状態で生まれるた

め、生後半年は母親の育児嚢で過ごす。 

パップ：赤ちゃんは生後半年ごろから、母親の未消化便（パップと呼ばれる）を時々食べるように

なる。パップにはユーカリの消化を助けるバクテリアが含まれている。 

 寿命：約 10～13 年 

 野生状況：40～50 万頭とされているが詳細は不明。保護団体によっては数万頭という報告もあるが、

数十万頭の存在は確実とされる。 

 国内飼育頭数：9園館 51 頭（オス 17 頭、メス 31 頭、不明 3頭） 

（北方系 41 頭、南方系 10 頭） （平成 21 年 12 月 31 日現在） 

 

 

２ 金沢動物園での飼育状況 

 昭和 61 年 オーストラリアのローンパインコアラサンクチュアリよりオス 2頭入園。 

 昭和 62 年 上記園より 4月と 7月にメスが 2 頭ずつ入園。  

       4 月に入園したバルダが、横浜初の子を出産。以後順調に繁殖を重ね、現在に至る。 

 現在の飼育頭数 6 頭【オス 2頭(愛称：パイン、ライタ)、メス 3 頭(愛称：テル、モミジ、ミリ―)、 

性別不明１頭(今回の赤ちゃん)】 

 これまでの繁殖成功頭数  21 頭 

 

【今回生まれた赤ちゃんのデータ】 

愛   称 生年月日 両           親 

未定 平成 22 年 8 月 5 日 

出産を確認。 父
親 

パイン 9 歳       

※まだ、赤ちゃん

の性別が不明の

ため、判明後、愛

称募集を行う予

定です。 

埼玉県こども動物自然公園生まれ   

平成 23 年 1 月下旬、 

袋から顔を出し始める。 

平成 17 年 12 月神戸市立王子動物園より入園 

母
親 

モミジ 4 歳 今回が初めての繁殖 

  東京都多摩動物公園生まれ 

  平成 22 年 3 月神戸市立王子動物園より入園 

 

 

お問い合わせ先 

金沢動物園 園長 内田孝司 ℡045-783-9400 


